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生 年 月 日：昭和５９年２月２２日





































生 年 月 日：昭和６３年８月１１日





































生 年 月 日：昭和４０年５月４日
出 身 大 学：徳島大学
所 属：社会医療法人川島会
川島病院











































生 年 月 日：昭和６１年４月３日



























































生 年 月 日：平成２年２月２日生





















































生 年 月 日：昭和６３年６月６日




研 究 内 容：非糖尿病性腎不全で維持透析中に急性発
症１型糖尿病を発症した後期高齢者の１
例
受賞にあたり：
この度は徳島医学会第１４回若手奨励賞に選考して頂き，
誠にありがとうございます。選考してくださった先生方
ならびに関係者各位の皆様に深く感謝申し上げます。
糖尿病はわが国において国民病ともいえる common
diseaseですが，そのなかでも人口１０万人あたりの糖尿
病による死亡率を都道府県別にみると，わが徳島県は
１７．６人と全国平均の１１．０人を大きく上回り，６年連続で
最下位という不名誉な結果を持っています。そのため今
回糖尿病に関する症例を報告することで，僭越ながら少
しでも糖尿病治療の進歩に繋がればという思いもあり，
発表に携わらせて頂きました。
今回われわれは，非糖尿病性腎不全に対する維持透析
中に急性発症１型糖尿病を発症した一例を経験しまし
たが，同様の症例報告は３例と非常にまれです。そのた
め，現在の糖尿病診断基準では慢性腎不全患者における
HbA１cなどの数値の記載がなく診断に苦慮しました。
症例報告を少しずつ積み重ねることで，今後は慢性腎不
全患者における糖尿病診断基準が確立されることが望ま
れます。また，透析患者の糖尿病発症は気づかれにくく
診断や治療が遅れる原因となっています。こちらもデー
タを蓄積し，透析前の血糖測定など早期発見につながる
有効な手段が確立されることが望まれます。
最後になりましたが，このような貴重な発表の機会を
与えてくださり，御指導を賜りました徳島県立中央病院
糖尿病・代謝内科の山口普史先生，白神敦久先生，医学
教育センターの先生方に心より深く御礼申し上げます。
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